
























































日本では， 7 - 8世紀頃i乙缶えられたテキストが
幾多の手写や版を重ねながら， 今日にまで伝存さ
れた。 我々は， 漢字文化閣のいわば両端iζ残った






本の残存状況を， 大正新修大蔵経， 第 85巻， No. 
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(北京版， デJレゲ版， チョーネ版， ナノレタン版〉
のいずれにも， 二つの全く系統を異にするテキス
トが収蔵されている。 参R誌に便利な北京版lζ例を
とれば， 大谷自録④のNo. 1023 (p 1と略称)と





T 1 = vp⑤220 




;それぞれT じ でし T3と略称〉あり，大議
経との対応関係を示せば下のようになる。
即ち敦埠本はP 1 の系統iζ属し， P 2 (P 1 
より短いもの)とは別の系統である。 またP 1 I乙
は輿書きが付いており， それによるとこれは吐蕃
支配期から帰義軍初期(9 世紀初~中葉)の河西








No.1118 とぬ1119がそれに当たる(それぞれ M1， 
M2と略称〉。 モンゴル大蔵経成立の歴史的背景@
を考えれば， ζれら Ml， M2がチベット大蔵続
中のこ系統のテキスト(ζζではP 1， P 2で代
表させる〉からの 翻訳であろう乙とは容易κ推測
C h. 73 vii. 2 




T 3 A = V P 335 (2): C h .73 xiii.1 
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カルムック文， 満州文につい ては未だテキス卜を入手し てい ない の で検討でき なかった。ただし，
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